
(1)  2011奪 110月 25日  自交総連Km労働組合 発行 :教宣部 編集.発行人 岩崎 博

●組織状況● (18回大会時)

台東支部..:52名
羽田支部..:14名
吉祥寺支部.:12名
赤羽支部..: 6名
練馬 (本部): 2名 ●労供 5名

●新ホームページhttp://atukmuniono sa― suke.com/  自交総連Km労働組合 教宣部

第 4号
2011年 10月 25日

本部所在地 :東京都千代田区

神田須田町1-7-1ウ ィン神田702

電 話・ F A X03-52973555
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第 18固定期大会スローガン !

①社会的水準の賃金・ 件を !労
風
の
！

働
を
参

条
！
加
　
実

②組織拡大で職場に新
③団結と信頼、組合員 で行動

するKm労働組合を
④安心・安全なタクシーの
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: 2011年度 自交総連Km労働組合運動方針 _J

を !

会スローガン及び自交総連東京地連第 123回 定期大

会宣言にもとづき、組合はその主人公である組合員の

であるとの原点に立ち返 り、自覚 と団結によつて運動

開 し組織拡大に邁進す るときですc組合員の為の組合を

い言葉に職場に根をはる運動を展開する。

1。 労働条件の維持、向上
D賃金制度の改悪、切り下げにに反対し、社会的水準の賃金獲得を

間外賃金や深夜労働の割増賃金を正しく支払わせ、労働基準法を

守らせる闘いを 強化する。

休出勤と有給休暇の併給を要求し実現を目指す。

勤交通費の実質支給を要求する。

組轟拡大.強化
全ての職場に支部組織を確立し支部事務所の獲得を目指す。

支部を主体の活動を強化し組織の活性化を目指す。

統的に活動家を育て新しい力を組合活動の中枢に取り入れる。

に相応 しい規約.規定の改正、創設を目指す。

実質百数十名の組織を目指す。

.文化活動の強化
也連等の活動に連動させ、組合員の参加を推進する為に具体的計画

を立案する。

地連.南部の活動に埋没することなく、学習会等Km労働組合

独自の活動を組織する。

紙活動の強化、定期発行を目指す。

5.裁判闘争の勝利を目指す。
Э村上裁判の勝利を目指し積極的に支援活動を展開する。

給事業を強化し、労供組合員の権利を守る

7.道交法闘争など法対部 〔道対部)の活動強化
故.違反に対し早急に対応できる体制を確立する。

の強化、問題解決の力を身につける活動に取り組む。

8.貸付金制度の健全な運営を確立する
金制度の民主的運営と健全な運営を確立する。

9。 産別労働組合運動への取り組み
Э自交総連東京地連と共に運動に積極的に参加する。

激
論
が
交
わ
さ
れ
た

第
１８
回
定
期
大
会
で
し

た
。

臨
時
大
会
の
開
催
が
大

会
と
し
て
決
議
さ
れ
ま

し
た
。

組
合
大
会
は

「
し
ゃ
ん

じ
や
ん
大
会
」
で
、
ほ

と
ん
ど
論
議
ら
し
い
論

議
は
な

い
の
が
常

で

す
。
際
だ
っ
た
対
立
点
が
な
け

れ
ば
無
難
に
運
営
さ
れ
る
の
が

普
通
で
し
ょ
う
。

し
か
し
・８
回
大
会
は
違
い
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
膿
を
出
す
べ

き
苦
悩
す
る
組
合
大
会
だ

っ
た

と
言
え
る
で
し
よ
う
。

大
会
は
全
て
を
さ
ら
け
出
し
、

明
日
に
向
か
っ
て
進
む
方
向
を

決
め
た
と
言
っ
て
良
い
で
し
よ

０́ノ。「な
ぁ
な
あ
」
や

「
う
や
む

や
」
か
ら
の
決
別
で
す
。
深
傷

（ふ
か
で
）
は
覚
悟
で
す
。

抽
象
的
な
書
き
方
に
な
り
ま
し

た
が
、
大
会
に
参
加
さ
れ
方
は

前
途
多
難
を
感
じ
ら
れ
た
か
、

は
た
ま
た
、
こ
れ
が
Ｋ
ｍ
労
働

組
合
流
の
解
決
方
法
と
し
て
納

得
さ
れ
た
か
？

巻
で
は
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
落

合
監
督
が

「俺

（オ
レ
）
流
」

で
輝
か
し
い
監
督
歴
に
も
拘
わ

ら
ず
事
実
上
の
解
任
騒
ぎ

で

す
。
結
果
や
成
果
を
残
し
て
こ

そ
の
オ
レ
流
で
す
。
そ
し
て
経

緯
は
、
事
実
を
客
観
的
に
見
る

こ
と
で
真
実
が
は
つ
き
り
し
ま

す
。

組
合
と
言
え
ど
も
社
会
を
構
成

す
る

一
組
織
で
す
。
オ
レ
流

は
、
独
善
で
あ

っ
て
は
底
が
割

れ
ま
す
。
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千
住
支
部
を
守
ろ
う
。
」

「自
交
総
連
加
盟
を
目
的
と
し
た
分
裂
活
動
を

許
す
な
」
の
タ
イ
ト
ル
の
ポ
ス
タ
ー
、
ビ
ラ
配
布
な
ど
で
千
住
友
愛
会
を

攻
撃
し
ま
し
た
。
し
か
し
組
合
員
６
４
０
名
中
３
４
３
名
の
リ
コ
ー
ル
署

名
を
と
り
支
部
役
員
を
総
辞
職
に
追
い
込
み
選
挙

へ
と
も

つ
て
い
っ
た

が
、
会
社
側
班
長
会
支
持
派
に
僅
少
さ
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の

選
挙
で
勝

つ
た
新
支
部
体
制

へ
の
組
合
員
の
不
信
感
は
さ
ら
に
高
ま

っ
て

い
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
国
際
労
働
組
合
は
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闘
放
棄
と
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う
方
針
を
提
示
、
採
決
さ
れ

て
、
そ
れ
以
後
国
際
労
組
は
春
闘
要
求
も
出
し
て
い
ま
せ
ん
、
ゆ
え
に
団

体
交
渉
も
な
い
の
で
す
。

会
社
は
赤
字
赤
字
と
い
い
な
が
ら
乗
務
員
を
募
集
し
、
減
車
ど
こ
ろ
か
増

車
を
行
い
、
２
つ
の
行
政
官
庁
の
指
導
も
無
視
し
、
会
社
の
総
営
収
の
確

保
の
み
を
必
死
に
お
こ
な
い
ま
し
た
。
同
じ
く
国
際
労
働
組
合
も

一
般
組

合
員
と
本
部
役
員
と
の
年
収
の
差
は
ひ
ら
く

一
方
で
、
本
部
三
役
は
年
収

約
１
０
０
０
万
円
以
上
と
の
噂
も
あ
り
ま
し
た
。
会
社
側
の
赤
字
主
張
を

全
面
的
に
受
け
入
れ
、
組
合
員

へ
の
賃
下
げ

。
合
理
化
を
推
し
進
め
、
組

これからの
Km労働組合

試
さ
れ
る
組
織
運
営
と

組
合
民
主
主
義
！

合
員
の
労
働
条
件
は
守
ら
な
い
、
要
求
も
な
に
も
し
な
い
、
な
ど
労
働
組

合
の
機
能
は
お
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

９
７
年
２
月
、
組
合
改
革
の
最
期
の
道
を
探
し
に
、
上
部
団
体
自
交
総
連

の
門
を
叩
き
ま
し
た
。

白
交
総
連
と
は
ど
ん
な
組
織
か
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
労
働
運
動
の
学
習
を

経
て
、　
ハ
イ
タ
ク
労
働
界
の
孤
児
と
い
わ
れ
る
国
際
に
自
交
総
連
の
気
風

を
持
ち
込
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

４
月
２
４
日
、
内
外
タ
イ
ム
ス
紙
に
“
千
住
の
反
乱
劇
”
と
い
う
タ
イ
ト

ル
の
７
話
連
載
の
記
事
が
で
て
、
各
職
場
に
て
話
題
に
な
り
、
会
社
や
国

際
労
働
組
合
を
風
刺
し
た
内
容
に
小
気
味
よ
い
と
評
判
に
な
る
。

「千
住
友
愛
会
」
は
、

「新
組
合
結
成
準
備
会
」
と
名
を
改
め
、
新
組
合

加
入
ビ
ラ
配
布
な
ど
動
き
は
じ
め
ま
し
た
。
が
、
国
際
労
働
組
合
本
部
は

組
織
内
部
統
制
違
反
な
ど
と
し
て
、
会
社
と

一
体
と
な
り
妨
害
に
走
り
だ

し
ま
す
。
そ
の
結
果
当
初
３
０
名
近
く
い
た
同
士
が
数
々
の
妨
害
に
屈
し

て
新
組
合
結
成
準
備
会
か
ら
抜
け
て
い
く
中
、
最
期
ま
で
意
思
を
貫
い
た

千
住
営
業
所
の
５
名
に
よ
つ
て
７
月
１
７
日
に
自
交
総
連
Ｋ

ｍ
労
働
組
合

は
産
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
歴
史
的
瞬
間
で
す
。

に
瞬
蠅
罐
暉
噌
畦
嬌
一晦
隆
践
ド
ー
（）
Ｌ
ビ

どの様なコースで参りましょうか?①
☆場所 :品川駅前信号手前 (頭は銀座方向)で乗車申込み。

☆行先 :日 黒通り油面交差点

①信号左折→高輸台交差点左折→山手通り右折→目黒通り左折

②信号左折→高輸台交差点右折→明治学院前左折→日吉坂上左折→目黒通り

③高輪 2丁 目左折→明治学院前直進→日吉坂上左折→目黒通り

※Map F an.netで調査

①4.486km  ② 4.528km  ③4.403km
なんと (編集者の思いこみ ?)③のコースが最短距離でした。
信号や交通事情もあり、最短距離が最速とは限りませんがお客さん

もi~4転者も思いこみがあるようです。
これからイロイロ調べて報告します。

調べて欲しいリクエス トも受け付けます。メールで連絡下さい。

atukmtaitoushibuOdream.bbexcite.jp(本 部.台東支部兼用)

秋季年末闘争の要求を結集しよう !

健康診断では受付が 8時から9時まで (台東

だけ ?)のためG.Hシ フ トの乗務員はかな

り早く上がらなければなりませんでした。

またCシフ トは帰庫後数時間待つ羽 目にな り

ま した。健康診断は乗務の為の必須要件で

す。

会社に義務づけられた争1度です。

待ち時間に対 して 「待機手当」は当然です。

要求を結集 して交渉を !

11訂 1日団体交渉の予定

10円
●『 2年を目途に仲間として出来る支援を』 ヵヽシリヾ

仲間の支援が復興への力 となつている !(東 日本大震災)

東京地連の決定を受け 10円 カンパに協力することになりました。

宮城・福島地連の仲間は 「いろいろな団体が、被災地支援 として義援

金に取 り組んだが、被災者 自身にその義援金がなかなか届かない状況

であるなかで、 自交総連の仲間か ら義援金 を頂いて大変助か りま し

た。復 旧・復興には時間がかかるが、仲間の支援が復 旧への力 となつ

ています」と話 します。 (自 交総連東京機関紙より)

Km労働組合は、継続的な支援 として組合員数に応 じた 10円 カンパ

に応えることにしました。カンパの金額は本部経費 より捻出 します。

組合員の直接の負担はありませんがご理解 とご協力をお願いします。
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